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　免許法認定公開講座、書籍の発刊、共催セミナー、現職教員研
修の各事業について 4 月から準備を進めて参りました。グループ
の活動も充実したものになっています。
　本号では、附属学校教育局教育長の呑海沙織先生にお話を伺い
ました。「認知症にやさしい図書館ガイドライン」のお話の他に、
共生社会の実現につながる附属学校の取組についても触れられ、
私たちに新たな気付きをもたらしてくださいました。ご多忙の中
にもかかわらず取材に丁寧にお応えいただきましたことに心より
感謝申し上げます。
　さて、本年度のグループの構成員は下記の4名です。それぞれが、
特別支援教育について学びを深め、附属学校、附属学校教育局、
大学との連携のため努力して参ります。本年度もどうぞよろしく
お願いいたします。

（橋本時浩）

中村里津子
附属視覚特別支援学校

橋本時浩
附属聴覚特別支援学校

竹田恵
附属桐が丘特別支援学校

稲本純子
附属久里浜特別支援学校
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本号では、本年度 4 月より附属学校教育局教育
長になられた呑海沙織先生にお話を伺います。

   
     この度、筑波大学附属学校教育局教育長を拝命
いたしました呑海沙織と申します。私は京都大学、
奈良女子大学の図書館員を経て、1998 年の 7 月
より、筑波大学で教育・研究に従事しております。 
　専門は図書館情報学で、「知識情報による共生
社会の創出」や「認知症にやさしい図書館」を研
究テーマにしております。

     
　はい、私は子供の頃から読書がとても好きで、
本の中に分からない言葉が出てくると、国語辞典
を引きながら本を読んでおりました。今でも覚えて
いるエピソードとして、幼稚園の頃には、休憩時
間になると先生から「外に出て遊びましょう。」と
言われたのですが、私は「休憩時間だから、大好
きな本を読みたいです。」と先生にお答えしていた、
ということがありました。学校図書館にもよく通い、
読書に夢中になっていました。
　成人した後は図書館での勤務経験を通じて、や
がて図書館で働く方たちの教育に携わりたいと思う
ようになり、図書館に携わる人材を育成する仕事
をいただく機会に恵まれて、現在に至っています。

 

　
　

    このインタビューは 2023 年６月に附属学校教育
局教育長室で行われました。

　高齢化や多様化が進む社会において、図書館の
あり方も変化してきています。
　2017 年 10 月に、「認知症にやさしい図書館ガ
イドライン（第１版：超高齢社会と図書館研究会
より）」を策定しました。「認知症にやさしい図書館」
を目指そうとする図書館のための指針です。
　「認知症にやさしい」とは、“Dementia friendly”
の訳語で、「あらゆる人が認知症について知り、理
解することで、認知症の人が『理解されている』『存
在価値がある』『地域に貢献することができる』と
感じることができる状態を意味します。認知症に対
する社会的スティグマは、認知症の人やその家族
の尊厳を損なうとともに、認知症の早期診断・早
期治療に悪影響を及ぼす可能性があります。「認
知症にやさしい図書館」は、あらゆる人が認知症
について知り、理解することで、認知症に対する
社会的スティグマを低減することを目指していま
す。
　つまり、「認知症にやさしい図書館」のサービス
対象は、認知症の人やその家族に限定されるもの
ではありません。「認知症にやさしい図書館」とい
うと、「どうして認知症に特化するのですか」とい
うご質問をいただくことがありますが、「認知症に
やさしい図書館」は、認知症に特化したものでは
なく、結果的にすべての人にやさしい図書館であ
ることを意味します。
　超高齢社会において図書館は、高齢者の生きが （聞き手：連携推進グループ　竹田恵・橋本時浩）

い創出や世代間交流においてさらに重要な役割を
果たすことになると考えています。

　
　先ほど申し上げた、当事者の方に「してあげる」「支
えてあげる」という接し方をするのではなく、個人
の尊厳や生きがいを尊重するという姿勢は、特別
支援教育でも同様なのではないでしょうか。
　先日、普通附属の生徒と特別支援の生徒が一緒
に活動を行う際に、普通附属の生徒が特別支援の
生徒を手助けしようとするのではなく、純粋に障壁
となることを工夫しあって乗り越えているというお話
をおうかがいしました。このような関係性は、お互
いに相手のことを理解しようとする姿勢が前提と
なっていて、素晴らしいと思います。
　相手を知って理解し、実際にかかわってつながる
こと、工夫が必要であれば一緒に模索することによ
り、共生の社会を皆で一緒に創っていけたらいいで
すね。

　連携推進グループが運営している「教材・指導
法データベース」にも掲載されていますが、附属
特別支援学校の授業で活用されている教材や指導
法の中には、対象とされている方以外にも活用が
考えられるものが多くありますし、認知症の人にも
応用できると思われる教材も含まれています。附属
特別支援学校の教育活動や研究における高い専門
性の蓄積については、特別支援教育の枠組みだけ
で収めようとせず、我が国のインクルーシブ教育シ
ステムの構築に貢献していけるように、その取組や
成果を広く発信されることを期待しています。

　私達のインタビューに時折大きく頷かれながら、
一つ一つの質問に対して丁寧にお答えくださいまし
た。個人の尊厳を重んじることの大切さや共生社会
の実現への思いに触れられ、当事者の声を大事に
しながら、ご自身の教育や研究活動を進めていこう
とするお気持ちに、深く感銘を受けました。
　お好きな本についても話題にしてくださり、イン
タビューの空間が穏やかで温かな雰囲気に包まれ
ました。

　

　今回のインタビューにあたり、呑海先生より下記
の資料をご紹介いただきました。

・「認知症にやさしい図書館ガイドライン（第１版）」
（2017）超高齢社会と図書館研究会
・「認知症とはじめまして、そしてよろしく。」
（2022）筑波大学情報学群知識情報・図書館学類

　
　
　

共生社会への思いについてお聞かせください。

ご研究テーマの「認知症にやさしい図書館」につ
いて教えてください。

「認知症にやさしい図書館ガイドライン（第１版）」

先生のこれまでのご経歴を教えていただけますか。

幼い頃から、本にご関心を持っていらっしゃったの
でしょうか。

かわり、つながることによって　　　    　　　共生の社会を一緒に創るか
巻頭インタビュー：呑海沙織教授
　　　　　　　　　（筑波大学副学長・筑波大学附属学校教育局教育長）

附属特別支援学校への期待について、お願いしま
す。

　　

Interview

巻頭インタビュー

 ＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊

おわりに
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     多くの子供は、食に対して強い偏り（偏食）
やこだわりを持っています。入学時には、食
べられる食材の数が非常に限られている子供
もいます。幼児児童の個々の実態は様々です
が、多くの子供に「食べることに興味が少ない」
か、反対に「好きな食べ物を好きなだけ食べ
てしまう」かのどちらかの傾向があります。野
菜嫌いの子供も多く、食べられる野菜が食べ
たことがない野菜に混ざっていると、食べられ
る野菜も残してしまうこともあります。また、
朝から嫌な事があったり、受け入れられない
事（予定の変更や、衣類・靴下などが濡れて
不快になったりなど）があったり、周囲の苦手
な音や声などを耳にしたりなどしても、食べな
いことがあります。献立の中では、カレーやシ
チューなどのように、いろいろな材料が混ざっ
た料理よりも、魚や肉が単品で素材が分かり
やすく、かつ、シンプルな調理法の献立を好
む子供が多いです。
　例えば、鮭の塩焼き、鶏肉の照り焼き、鶏
肉の唐揚げ、鯖の竜田揚げなどを好む傾向が
あります。口の中で食材が混ざることが嫌な子
供も多いので、単品の献立を好むのは、それ
が一因になっているのかもしれません。食べ

方も大多数の子供が一品ずつ片付けていく食
べ方を好みます。異なる味の食べ物が、口の
中で混ざることに抵抗があったり、口腔過敏
があったりする子供もいます。いずれにしても、
食に対する強いこだわりは、単に障害の特性
というだけではなく、食の体験が乏しいことも
原因の一つだろうと考えています。

　
　
　食べたことがない食材や献立を体験させる
ことを繰り返して、それぞれの「こだわり」を
低減し、改善していく必要があります。しかし、
「こうすれば食べられるようになる」という近
道はないので、一歩一歩、地道な指導を重ね
ています。給食の最初のステップは、ランチ
ルームに慣れることです。自閉症の子供たち
は、初めての場所、慣れない場所などが苦手
で、中に入ることができないことがあります。
大勢の人がいる場所が苦手な子供も多いの
で、ランチルームに入って席に着き、自分は
その日の給食を食べることができなくても、友
達が食べ終わるまで座って待っていられるとい
うのは、実はすごいことなのです。ランチルー
ムに慣れたら、次は献立や食材に「見慣れる」
こと。今まで食べたことがない食べ物をチラッ
と見たり、匂いを嗅いだりなど、食べ物に興
味を示すだけでも前進です。その次はいよい
よ、食べ物を「口に入れること」になります。
子供がチャレンジしやすいように、食材を小さ
く切って、小鉢に少量入れて見せます。そして、
教師が美味しそうに食べるところを見せなが
ら、表情や言葉で伝えます。最初は、小鉢を
押しのけて、「いらない！」と拒否する姿が多く
見られますが、少しずつ食材に触れるように
なり、次第に野菜のほんの小さな欠片ですが、
口に入れるというチャレンジをしてくれるよう

になります。本校の教師は、少量でも初体
験の食べ物を口に入れることができたら、大
いに褒めることをしています。褒められると、
「また食べてみようかな」という気持ちになっ
てくれる子供が少なくありません。中には、
同じクラスの友達が教師に褒められているの
を見ると、「自分も褒めてもらいたい！」とい
う気持ちから、頑張って食べる姿を見せてく
れる子供もいます。
　ただ、このまま順調に進むわけではない
のです。週明けの月曜日や長期休業明けな
どに、給食の喫食量が落ちる傾向があり、こ
れは、低学年ほど顕著です。それでも、日々
の地道な指導を繰り返し、月曜日から金曜日
にかけて、あるいは１学期から３学期にか
けて、スモールステップで積み上げていくの
で、学年が上がるにつれて、少しずつです
が食の幅が広がっていきます。
　偏食の改善が比較的スムーズな子供もい
れば、ゆっくりな子供もいます。子供一人一
人、成長のスピードが違ったり、大きく成長
する時期が異なったりするので、時には待っ
てあげることも必要になります。小さなステッ
プでも、毎日続けることで、着実に「食べる
力＝生きる力」が身に付いていくと思います。

　給食ではいろいろな食体験をさせることに
重きを置いています。食材に限らず、切り方、
食感、味、全体の色合い、そしてそれらを
組み合わせて、子供たちが「今日の給食は
何かな～？」とワクワク感を持ってくれるよう
な献立になるように心掛けています。また、
時には子供たちのリクエストも取り入れなが
ら、好きな食べ物を励みに、苦手な食べ物
にも自ら進んで食べようとする気持ちを育め
たらよいと思っています。

　

子供たちは一人一人、好きな食べ物やこだわ
りが異なるので、給食の品数が少なくて、一
品の量を多くすると、その日の給食を全く食
べられない子供も出てきます。そのため、品
数、使う食材数を増やして、一品でも、一食
材でも食べてもらえるように工夫しています。
現在、52 人の子供が在籍していますが、52
通りの献立は作れないので、好きな献立や苦
手な献立の日、あるいは、食べたことがない、
見たことがない食べ物など、子供たちにはイ
メージが思い浮かばない献立の日もあると思
いますが、それでも繰り返し給食に出すよう
にしています。それは、「見せる」ことも食材
を知る機会・学習の場として大切だと考えて
いるからです。献立作成時には、一膳の中に、
醤油（塩）味、甘い味、酸っぱい味などを組
み合わせて、同じような味ばかりにならない
ように気を付けています。食感・歯触りの違
いも感じて欲しいので、様々な切り方を組み
合わせています。形が変わると、同じ食材な
のに食べなかったりする子供もいるので、形
が変わっても人参は人参、大根は大根と理解
させたいですから。また、季節を感じられる
ように、旬の食材や年中行事なども意識して
取り入れています。

　子供たちが少しずつ食べられる物が増え
て、笑顔の回数が増えた時は、本当にうれし
くなりますね。

( 聞き手：連携推進グループ　稲本純子）

ランチルームに慣れることから　「食べる力は生きる力」

附属学校実践紹介
附属学校の日常的な実践の中には、素晴らしい取組がたくさんあります。 実践報告

Practice report

普段から心がけていることは何ですか。

栄養教諭をしていてよかったと思うことを

教えてください。

附属久里浜特別支援学校に栄養教諭として長
年勤務されている中田秀子先生にお話を伺い
ました。

知的障害を伴う自閉症の子供の食傾向につ

いて教えてください。

偏食改善のために、給食ではどのように対応

をされていますか。



 

 

 

 

　今年度、連携推進グループでは、全国から２名の先生の研修をお受けします。当グループの現職教員
研修には、専門性向上研修（1年間・６か月間）と指導力向上研修（３か月・１か月）の２つがあります。
研修期間によって講義・演習、学校や関係機関の見学の違いなどありますが、どちらも５つの附属特別
支援学校（附属視覚・附属聴覚・附属大塚・附属桐が丘・附属久里浜）で、現場の幼児児童生徒や教
職員との関わり、授業研究などを中心として進めていく点が大きな特徴です。
　４月から北海道札幌養護学校白桜高等学園から千葉彩也香（あやか）先生をお迎えしています。７月
まで附属久里浜特別支援学校で実践実習を行いました。この間 7 月 13 日には研究授業も行い、前半の
実践実習を無事に終えられました。2学期には各附属学校の見学と、9月14日には中間報告会を行います。
　10 月から 12 月までは附属大塚特別支援学校での実践実習に入り、「知的障害特別支援学校高等部に
おけるキャリア教育の視点から考える授業づくり」をテーマに研究にも取り組みます。

　データベースに紹介している教材の多くは、身
近にあるものをちょっと工夫してみました、という
ものです。掲載教材を見ていただきながら、担当
している子どもの実態やねらいに応じて、例えば素
材の種類を変えたり、大きさや重さ、厚み等を工
夫したりしながら活用してみてください。データ
ベースは随時、新規の教材を掲載しております。「筑
波大学特別支援教育　教材・指導法データベース」
を , 皆様の授業にぜひご活用ください。

令和６年度の募集要項はホームページでもご覧いただけます。
 https://www.gakko.otsuka.tsukuba.ac.jp/snerc/

65

 

  
 

　筑波大学特別支援教育教材・指導法データベースでは、附属特別支援学校５校の先生方が普段授業で
活用している教材・指導法を web 上で発信しています。2023 年７月の段階で 570 教材を掲載し、英語
版についても76を超える国・地域からアクセスをいただいています。
　データベースでは「どのような子どもに」・「どのような指導で」使用しているのか、指導の意図や期待
される効果等を紹介しています。実際の指導場面の様子を画像や動画で紹介しているものもあります。
　「障害種別」での検索、国語・音楽等の「各教科別」の検索、特別活動等の「教科以外の場面別」検
索はもちろんのこと、フリーワードでの検索も可能です。そのため、どのような指導がしたいのか・子ども
がこのような難しさを示している等、複数の視点から教材を探すことができます。特別支援学校だけでは
なく、小・中学校等にも活用できる教材も多く掲載されています。
　

　令和5年度の5附属連絡会議のテーマは、「お互いを知る、学び合う」です。本年度の５附属連絡会議は、
「お互いの障害種の実態や指導法等について知り、意見交換や情報提供等を通じて学び合う」ことを目的
として学習会を開催し、構成員の先生方に持ち回りで発表いただきます。6月29日に第1回目の学習会（『附
属聴覚特別支援学校における教材作成のポイント』講師 : 橋本時浩先生、『見えにくさのある子どもへの
配慮と支援』 講師 :中村里津子先生）を開催し、２名の連携推進グループ員が講師を務めました。9月以降、
附属聴覚、附属大塚、附属桐が丘、附属視覚、附属久里浜とつないでいきます。この学習会は、附属学
校の先生方にも広く参加を呼び掛けています。また学習会後 2週間、オンデマンドでの視聴も可能です。

　今年度の共催セミナーはテーマを『 インクルーシブ
教育システムの構築を目指して～発達障害等における学
習（国語・算数）時の配慮と支援の在り方～』としました。
参加者がそれぞれの学校や指導場面で果たす役割等に
ついて理解を深め、今後の実践につなげるための機会
としていただけたらと考えています。詳細は以下の通り
です。オンデマンド開催ですので場所や時間を問わずに
参加することができます。沢山のお申し込みをお待ちし
ております。

〇開催日時    10月 2日（月）～   10月 31日（火）
〇開催方法　オンデマンド
〇講    　演
・「インクルーシブ教育システムの構築を目指して　
　～発達障害等における学習（国語・算数）時の
         配慮と支援の在り方～」
・講演１  「発達性ディスレクシアの理解と支援」　　　　
　　          三盃亜美先生  （筑波大学障害科学域助教）
・講演２「算数障害の理解と支援」　　　　　　　　　
　   　       熊谷恵子先生（筑波大学障害科学域教授）

令和 5年度　現職教員研修  について

教材・指導法データベースについて 令和 5年度　5附属連絡会議について

５附属連絡会議の様子

令和 5年度　共催セミナーについて

中村先生の発表

セミナ‐ポスター

           URL: https://www.gakko.otsuka.tsukuba.ac.jp/snerc/kdb/

＜「筑波大学　特別支援教育　教材 ・指導法データベース」 検索画面＞

活動報告

Activity reports

　授業と授業研究会の様子



表紙：「夏の便り」筑波大学附属学校教育局
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　免許法認定公開講座、書籍の発刊、共催セミナー、現職教員研
修の各事業について 4 月から準備を進めて参りました。グループ
の活動も充実したものになっています。
　本号では、附属学校教育局教育長の呑海沙織先生にお話を伺い
ました。「認知症にやさしい図書館ガイドライン」のお話の他に、
共生社会の実現につながる附属学校の取組についても触れられ、
私たちに新たな気付きをもたらしてくださいました。ご多忙の中
にもかかわらず取材に丁寧にお応えいただきましたことに心より
感謝申し上げます。
　さて、本年度のグループの構成員は下記の4名です。それぞれが、
特別支援教育について学びを深め、附属学校、附属学校教育局、
大学との連携のため努力して参ります。本年度もどうぞよろしく
お願いいたします。

（橋本時浩）

中村里津子
附属視覚特別支援学校

橋本時浩
附属聴覚特別支援学校

竹田恵
附属桐が丘特別支援学校

稲本純子
附属久里浜特別支援学校
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